
Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scier ユce 　 Association 　 of 　 Japan

1／fゆらぎ理論に基づく色彩調和

Color　Harmony　Based　on 　1／f　Uragi　Theory

徳永聖一郎 有限会社 ジャパンカラーマーケティング研究所 Seiichiro　Tokunaga

11fゆ らぎの 理論 とは

　私 たちは、自然の 中 で小川 のせせ らぎ、そよ風 を肌で 感 じた

時 、不 思議 な や す らぎに満 た され ます。

又、自然 の 景色 を目に した とき ホ ッ と心 地良い 気持に な り ます。

小川の せ せ らぎ、そ よ風 も景色 も
一定 して は い ませ ん。時 間 と共

に ほの か に ゆ らぎなが ら進ん で い ます 。 それ が、1tfゆ らぎの 理

論で す。　（図 1）

私 達は 自然 の造 形物 や 景色 に 出 くわ した とき、心地良い 気持に な

り ま す。 自然 の造形物 の色彩調 和論の 一つ に 米国で 開発 された

「カ ラ
ー

キ
ープロ グラ ム亅論 があ り ます。
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「カ ラ
ーキー プロ グラ ム 」とは

　自然の 景 色、自然界 に存在 す る全 ての 造形物の 色 を ブル ー
ア ン

ダー
ト
ー

ン とイエ ロ
ー

ア ン ダ
ー

ト
ー

ン の 二 つ の グル
ープに 大別さ

れ る と言 う事案で す。

植物 を例 に とる と花 び らの 色が ブル ーア ン ダ
ー

ト
ー

ンの グル ープ

で あ れ ば、葉 と茎 の 緑 も、根、種子の 色 も すべ て ブル
ー

ア ン ダー

トーン に漏 す る色 で 統一され て い ま す。

イエ ロ ーア ン ダ
ー

トーン の 植物 も同 じよ うに イエ ロ
ー

ア ン ダ
ー

ト
ーン どうしで 成 り立 っ てお り、そこ で 自然 が生 み出 した色彩の

調和 を読み 取 る こ とが 出来る の です。

これ ら自然の 造形物の 色 を読み取 り2つ の グループ に 分 けた の が

「カ ラ
ー

キ
ープロ グラム 」理論 で す。

そして、カ ラ
ーキープロ ブグラ ム理論 が 1ttゆ らぎの 理論 と共通

して い る こ と を証明す る 実験 を行 い ま した。

そ よ風 の 風速 を1日酎測 したと します。強 い 風 は 1臼に 10回以 内 、弱 い 風

は1日に100回以 上観測 しま した。つ ま り大きな風 は 大きな周 期で 、小 さ

な風 は 小さな周期で発生する の です s 風の 強 さを縦軸 p に 、↑日に何回

起 こ る かとい う周波 数 を横 軸 tの グラ フ に表 し ます。す る と風 の 強 さ

p と周 波数 f は 、反比例 の 関係 p＝Wf を示 します。この よ うに 逆45度

の 直線 となる現象 を 「11fゆ らぎを もつ 現象 」と呼びま す。

（図2） ※協力　東京工 業大学名誉教授、武者利光先生が

開発 した感情識別 シ ス テ ム で 行い ま し た 。

　実験1

「カ ラーキープ ロ グ ラ ム 」の ブル ーア ン ダー
ト
ー

ン （100

％〉の パ レ ッ トと イエ ロ
ー

ア ン ダートーン （100％）の パ

レ ッ トと ブル
ー

ア ン ダートーン （50％）イ エ 目
一

ア ン

ダート
ー

ン （50％）の Mixの 三 つ の パ レ ッ トを作 り まず

1／f ゆ らぎの 理 論に 基 い て 人 間の 脳 波 の 実験 を行 い ま し

た 。
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試験者に ブルー
ア ン ダートーンの パ レ ッ トを見 せ た とき

図2−2　図2−4の 数値を示 した。又 イ エ ロ
ー

ア ン ダートー

ン の パ レ ッ トを見 せ た と き図2−2　図2−3の 数値を示 し

た 。 MIXのパ レ ッ トを見せ た と き図2−1の 数値を示 した 。

　実験2

秋の タ焼 け （イ エ ロ ーア ン ダートーン）の ス ラ イ ドを見

せ たと き図2・3の 数値 を示 し又春の 満開の 桜の 花 （ブル
ー

ア ン ダ
ートーン ）の ス ラ イ ドを見せ た とき図2・2 を示 し

た 。 大 阪心 斎橋筋 （ミ ッ ク ス 〉の ス ラ イ ドを見 せ た と き

図 2−2の数値 か ら しだ い に 図2−1の 数 値 を示 した。

　寞験3

特別養護老人ボ
ー厶 で の 実験

th ゆ らぎの理論に 基い て色 彩設計 した特別養護老人ホー

ム （大 阪 市〉 の 実 験 で は、入 居 前 の 介 護 師 とお 年寄 りの

脳波と入居後の 脳波の測定を行い ま した。

色彩 設計 され た職場 と居室 で脳波の 測定 し ま した 。 その

結果図2−2　図2−3とほ ぼ同 じ数値が 出ま した 。

こ こで、色 彩調和論の
一

つ に 11tゆ らぎの 理論に 基い て

カ ラーコ
ー

デ ィ ネ
ー

トした場合、少 な か ら ず人々 に 快適な

環境 を与えて くれ る と言うこ とが実 証 され た こ とに な りま

す 。 決 して 「カラーキープロ グ ラ 厶 」論が 色彩調和に お い

て 絶対 と は言 えませ んが、しか し、人々 に や す らぎ、心地

よい 色 彩調 和 を与 え て くれ た と言えます。

従来 日本 で色彩設計 に たつ さわっ て い る方々 は、自分が学

んだ 旧来 の理 論の み で色を決 め て きま した が、人々 が その

環 境に 触 れ た と き、どの よ うに 感 じた か を数値 で表 現 出 来

なか っ た の が現状 で す。しか し、こ の 脳波 に よ る感情識別

シス テ ム を用 い て、数値測定が可能 に なり ま した。

従来行わ れ て い る よ うに 個人 の 感性の み で 色 を決 め ては な

ら ない とい う事実で す 。

老 人ホーム の色彩設計 に たつ さわ っ て言 え る こ とは 、こ の

理 論が施主、建築設計者、ゼ ネコ ン 等の 理解を得 て、その

プ ロ ジ ェ ク トの 色彩 設計 に たい し関 わ る人 々 を ま とめ る役

目 と して機能 す る こ とで す。

付 け加え、将来 に お い て重要なこ とは、欧米で 言 うとこ ろ

の色 彩 生 理 学、深 層心 理 学 等 の 学 問 も取 り入 れ る こ とに

よ っ て、よ り良い 環境 が表現 で き る の だ と思 い ます。

カラ
ー

キ
ー

ブ ロ グラ厶は米 團 ア メ リ ト
ーン カラ

ー
キ
ーコ ーポ レーシ ョ ン の 商標ですr
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